
「 『強み』を築く 」
伊丹市立総合教育センター

所長 後藤 猛虎

７月の声を聞き、１学期のゴールが見えてきました。

振り返りや評価で多忙な時期ですが、健康に留意して

あとひと頑張りしましょう。

さて、教師力を高めるには、自分の「強み」「弱み」

を知り、生かすことが大事であるとよく言われます。

その「強み」「弱み」について、経営学の第一人者であ

り、「マネジメントの父」とも呼ばれた、ピーター・ド

ラッガーは、著書の中で以下のように話しています。

誰でも、自らの強みについてはよくわかっていると思っている。だが、たい

ていは間違っている。わかっているのは、せいぜい弱みである。それさえ違っ

ていることが多い。しかし、何事かを成し遂げるのは、強みによってである。

弱みによって何かをおこなうことはできない。

ドラッガーは、自分の「強み」はなかなかわからないものだと言っています。そ

して、よい成果を出せるのは、「強み」があるからだとも言っています。まさに、

そのとおりだと言えます。多くの教師にとって、自分の「弱み」はわかっていても

「強み」はなかなかわからないことが多いのではないでしょうか。私自身、教師時

代「強み」について考えたことなどありませんでした。しかし、ドラッガーが言う

ように「強み」を生かせば大きな成果を生み出すことは間違いないようです。例え

ば、「聞き上手」（強み）であれば、それを生かして、子どもとより深い関係をつく

ることができます。この「強み」を知っているか、知らないか、生かすか、生かさ

ないかは、教師としての成長に大きくかかわってくるのです。先ずは、自分の「強

み」を分析することです。

ドラッガーは、フィードバック分析を提唱しています。簡単に言うと、「今やっ

ている仕事」から「期待できる成果」を明確にし、後日、「期待した成果」と「実

際の成果」を見比べて、『自らの強み』を導き出すものです。しかし、すぐにはで

きそうにありません。先ずは、自分のよさ、得意なもの、好きなもの、性格などを

分析してみましょう。そして、「強み」を強化する努力が大切です。「強み」を生か

した授業や学級経営は、成果を生み出す以外に、それらに喜びを感じ、夢中にもな

ります。学校経営も同じです。「強み」は自分の足元にあります。どうか、じっく

りと自分を見つめ直し、「強み」の上に自らを築いてほしいものです。

伊丹市立総合教育センターだより



授業改善 のポイント 平成２９年度「全国学力・学習状況調査」が実施されました。通算１０回目となった調査から、今後の指導改善につなげ
ていきましょう。今回は国語について特徴的な問題に注目して、子ども達に目的や意図に応じて自分の考えが伝わるよ
うに話す力をつける授業について考えます。

～平成２９年度 全国学力・学習状況調査から～

※小学校国語B問題の１より抜粋

外国の人たちに「折り紙」を紹介するスピーチの内容について、練習を撮影した動画を
見ながら児童がグループで話し合う場面を題材として、話し合いなどを踏まえて折り紙
の魅力を伝えるスピーチの文章を改善する問題が出題されました。

◆指導事例：「外国の人に日本の文化について紹介するスピーチをしよう」
（全５時間）

学習活動
１

本時のめあてを確認する
「練習の様子を見て、助言し合い、よりよいスピーチにしよう」

 スピーチの練習の様子を撮影した動画を見て、よりよいスピーチに
するために助言し合うことを確認する

学習活動
２ 助言をするための観点（ポイント）を明確にする

 話の構成や内容、話し方についてなど、事前の学習を振り返ったり、
例文等を用いたりしながら、助言をするための観点を明確にする

 子どもから出たものを教師が演示し、具体的にイメージできるように
する

学習活動
３

グループで動画を見合い、どのようにすると一番伝えたいこと
が伝わるか助言し合う

 ICTを活用し、グループごとに動画を見合い、観点に沿って助言し合
う

 意見の出し合いに終始せず、「対話的」な学習を進められるように、
机間指導を丁寧に行う

 話の構成や内容をつかめるように、スピーチメモを手がかりにする

学習活動
４

受けた助言を参考にスピーチの原稿を完成させ、本時の学
習を振り返る

 一番伝えたいことが伝わるように、助言をもとにスピーチの校正をし
て完成させる
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第一次
①／５

どのような文化を紹介するとよい
か話し合い、学習計画を立てる

 外国の人に紹介するのは、どのような文化が適切か、
目的に応じたテーマを設定するようにする

 個人で考えたテーマについてグループで話し合い、助
言し合いながらテーマを決定する

 見通しを持って学習を進めることができるようにするた
め、テーマ設定のための個人思考やグループでの話し
合いの時間を十分にとるようにする

 スピーチメモの作り方を知る
・ 話のまとまりと順序を意識し、構成や内容を工夫
する

・ 話す内容をしぼって、伝えたいことを明確にする
 適切な話し方について知る
・ スピーチの対象を意識して話す速さを考える
・ 必要な時だけメモを見るようにし、相手の反応を
見て話すようにする

 スピーチする場面を教師が演示することにより、よ
りよいスピーチの仕方に気づく

第二次
②／５

スピーチの仕方を理解し、スピーチ
メモを作成する

第二次 ④／５ 動画を見て、グループで助言し合い、改善点を見つける

 記録した動画を見合い、よりよいスピーチになるために助言し合う
 事前（②／５）に学んだポイントに沿って助言できるようにする

◆本時の展開例

第二次
③／５

スピーチの練習をして、動画に
記録する

 スピーチメモをもとにスピーチの練習を行い、動画
に記録する

第三次 ⑤／５ 実際にスピーチをし、学習の振り返りをする

 助言をもとに考え直したスピーチを実際にする
 単元を振り返り、学習のまとめをする
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このような、『目的
や意図に応じて、
自分の考えが伝
わるように話す』
力をつけられる授業
は、どのようなもので
しょうか？

「めあて」を
しめす！

つけたい力を確実につけ
られるように、この授業での
ねらいを明らかにする

「観点」を
明らかに！

子どもの思考がぶれない
ように、観点を明らかにし、
共通理解する

グループで
話し合う！

対話的な学習をすることで、
思考力を養うことができるよ
うにする

授業の「まとめ」
をする！

助言を受けて、スピーチを
校正し、よりよいスピーチに
し、表現力を高める

http://www.nier.go.jp/17chousa/17chousa.htm
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折
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折
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と
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。
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作
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。
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。
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新規採用教員の指導力及び実践力の向上をめざし、訪問指導を５月中旬～６月下旬にかけて実施しまし
た。

若手教員の先生方、授業力向上（カリキュラム）支援センターコンサルタントからのメッセージを参考に、授
業力の向上を図りましょう。

新規採用教員訪問指導から

発 行 伊丹市立総合教育センター

月～金 9:00～21:00 所在地 〒664-0898 伊丹市千僧１丁目１番 TEL 072-780-2480 FAX 072-780-248２

土 9:00～17:00 

休館日 日曜・祝日、年末・年始 総合教育センターHP http://www.itami.ed.jp/

山田 惠子 コンサルタントより

授業改善にむけて
・子どもと遊んだり、話をして触れ合っていますか
・子どもの姓・名を覚えていますか
・子どもの学力や性格などを把握していますか

・職員室で他の職員と話をしていますか
・先輩教員の授業を参観していますか
・他の教員から授業の助言を得ていますか

・「めあて」は行動目標になっていますか
・説明の付け加えや訂正がないように、周到な教材研究をしていますか
・校種を超えた単元の繋がりを把握していますか
・説明の言葉を短くしようと意識していますか

※困ったときには総合教育センター５階へ行きましょう

川勝 健二 コンサルタントより

指導姿勢（心）と指導技術（技）を磨く
授業に真剣に取り組んでおられる先生方、その熱意で自らをしっかり磨いて、本物の教師をめざしましょう。

〇教育環境はととのっていますか
教室内は、整頓され、床はゴミや落下物がなく整然としていますか
先生の立ち位置、子どもたちの姿勢など適切ですか

〇学びに集中できる学級ですか
話は最後まで聴き取れていますか
話す（ペア、グループ、全体）声の大きさは適切ですか
つぶやき（ねらいに直結）と私語（授業妨害）の区別はできていますか
発問、指示は短く具体的ですか

〇学びの高まりが感じられる授業ですか
教師の活躍より子どもの発表や活動が多く保証されていますか
一発問に多数の子どもの答えがつながり、学級全体に広がっていますか
個と全体のバランスはとれていますか（七三の構え・机間指導）
板書に「めあて」「子どもの思考過程」「まとめ」が書かれていますか
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